
（別紙１） 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

自己評価・外部評価 1 

 

＜自己評価・外部評価 評価表＞ 
 
【事業所概要】 

 

 

 

 

【自己評価の実施概要】 

 

 

 

【介護・医療連携推進会議における評価の実施概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人名 
医療法人社団 誠道会 

 
事業所名 

24 時間訪問介護看護あすか 

 

所在地 

（〒 509－0124    ） 

各務原市鵜沼山崎町 6-8-2 

事業所自己評価 

実施日 令和 4  年  2 月 4 日 

実施日  令和 4 年 3 月 30 日 出席人数（合計）  （     ）人     ※自事業所職員を含む 

出席者（内訳） 

□自事業所職員（ 1 人）  □市職員（ 1 人）  □地域包括支援センター職員（ 1 人） 

□地域住民の代表者（ 1 人） □利用者（   人）  □利用者の家族（ 1 人）  □知見を有する者（   人）  

□その他（ 1 人）（担当ケアマネージャー） 
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番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

Ⅰ 構造評価 ［適切な事業運営］ 

（１） 理念の明確化 

① サービスの

特徴を踏ま

えた理念の

明確化 

1 当該サービスの特徴である

「利用者の在宅生活の継続」

と「心身の機能の維持回復」

を実現するため、事業所独自

の理念を掲げている 

  〇   

理念：地域医療の担い手とし

ての自覚を持ち、他事業所等

との連携を積極的に行い継続

看護を実践する。 

利用者が心身機能を維持・回

復し在宅生活を継続するため

に、他の介護保険サービス(訪

問入浴、デイサービス、訪問リ

ハビリ等)の利用を勧め、より

効率的にサービス提供ができ

るよう心掛けている。 

 

 

② 専門技術の

向上のため

の取組 

2 管理者と職員は、当該サービ

スの特徴及び事業所の理念

について、その内容を十分に

認識している 

 

 〇   

毎日の訪問記録、カンファレ

ンスの場等で情報を密に共有

する中で全職員の意識づけを

図っている。 

 

3 運営者は、専門技術（アセス

メント、随時対応時のオペレ
 〇   

利用者のアセスメント、ケア

マネージャーや主治医、家族
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番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ
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てい

る 
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てい

ない

こと

が多

い 

全く
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てい

ない 

  

ーターの判断能力など）の向

上のため、職員を育成するた

めの具体的な仕組みの構築

や、法人内外の研修を受ける

機会等を確保している 

への連絡等はほとんどのスタ

ッフが行えている。現場での

判断に困った時はオペレータ

ーが助言を行っている。 

4 管理者は、サービス提供時の

職員の配置等を検討する際、

職員の能力が発揮され、能力

開発が促されるよう配慮し

ている 

 〇   

新規利用者、新しい処置や対

応等に自信がないスタッフが

いる場合は熟練したスタッフ

が同行、指導している。 

 

② 介護職・看護

職の相互理

解を深める

ための機会

の確保 

5 看護職・介護職の間で、家族

を含む利用者等の特性・状況

に係る相互の理解・認識の共

有のための機会が、十分に確

保されている 

 

 

 〇   

ＳＮＳ、カンファレンス、訪問

記録等で情報、認識の共有を

常に行っている。 

 

 

① 組織マネジ

メントの取

組 

6 利用者の特性に応じた柔軟

なサービスを提供するため、

適切かつ柔軟な人材配置（業

 〇   

訪問回数、ケアに時間を要す

る利用者が増加する際に人員

不足と感じることが多い。ス
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番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

務・シフトの工夫）を行って

いる 

タッフが余裕をもって各訪問

に当たる事が出来るようそれ

ぞれの技量を考慮して配置を

するよう心掛けている。 

② 介護・医療連

携推進会議

で得られた

意見等の適

切な反映 

7 介護・医療連携推進会議を適

時適切に開催すると共に、得

られた要望、助言等（サービ

スの過少供給に対する指摘、

改善策の提案等）を、サービ

スの提供等に適切に反映さ

せている 

 

 

 

 

 〇   

所定の２回/年開催している。

参加していただいた方々から

のご意見や要望、ご指摘は議

事録にまとめ事業所スタッフ

間で共有している。 

コロナ禍においてもオンラインを

活用するなど会議を適切に開催し

委員からの様々な観点での意見を

運営に反映できるように努めてい

る。（各務原市介護保険課様） 

 

① 利用者等の

状況に係る

情報の随時

更新・共有の

ための環境

整備 

8 利用者等の状況について、

（個人情報管理に配慮した

上で）必要に応じて関係者間

で迅速に共有できるよう工

夫されている 

 

 〇   

利用者の体調や介護者の情報

等、日々の変化に伴う新しい

情報はグループラインで利用

者の名前等が外部者には特定

できない形で共有している。 
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番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

 

 

① 職員の安全

管理 

9 サービス提供に係る職員の

安全確保や災害時の緊急体

制の構築等のため、事業所に

おいてその具体的な対策が

講じられている（交通安全、

夜間訪問時の防犯対策、災害

時対応等） 

 

 〇   

法人内のルールを基本に、具

体策は事業所スタッフで話し

合い対策を適宜立てている。 

実施した防災訓練の内容や結果に

ついて会議の場で報告してもいい

のでは。（各務原市介護保険課様） 

Ans.呼吸器がついている利用者に

は緊急電源供給が受けられるよう

事前に中部電力に登録している。独

居の利用者で自力で避難が出来そ

うな方には避難場所を確認してい

る。 

② 利用者等の

個人情報の

保護 

10 事業所において、利用者等に

係る個人情報の適切な取扱

と保護についての具体的な

取り決めがあると共に、管理

者や職員において共有され

ている 

 

 

 

 〇   

サービス提供の契約時に個人

情報保護について説明し同意

書にサインをいただいてい

る。スタッフへの指導は法人

内の勉強会、あすかでのカン

ファレンス等でも意識付けを

している。 
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番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

 

 

① 利用者等の

24 時間の暮

らし全体に

着目した、介

護・看護両面

からのアセ

スメントの

実施 

11 利用者等の一日の生活リズ

ムに着目したアセスメント

が実施されている 

 

 

 〇   

利用者の生活、大切にしてい

ること、家族内の役割等人物

像としてアセスメントし効果

的に援助ができるよう心掛け

ている。 

 

12 介護・看護両面からのアセス

メントが適切に実施され、両

者の共有、突き合わせ等が行

われている 

 〇   

日々のケア提供時に必要な情

報や知識は介護看護職全員で

共有している。利用者に応じ

た注意点、観察ポイント等も

共有し、訪問時にケアシート

に記入、サインをすることで

漏れがないようにしている。 

普段の様子が見え、又普段と違いを

発見できてよいと思います。観察項

目など決まっているものはあらか

じめシートに入れ込むともっと見

やすくなると思います。（ジョイフ

ル包括様） 

介護看護の両面から利用者に関わ

るのには 24 時間あすかだからこそ

の強みだと感じる。（各務原市介護

保険課様） 

② 利用者の心

身の機能の

維持回復や

在宅生活の

13 

 

利用者の心身機能の維持回

復に重きを置いた計画が作

成されている 
 〇   

より安全、安楽に在宅での生

活を継続するために福祉用

具、訪問入浴、デイサービス、

ショートステイの利用等を勧

未来志向型の計画の中で ACP につ

いて何か工夫しているところは？

（ジョイフル包括様） 

Ans.予想される予後、状態変化を予
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番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

継続に重き

を置いた「未

来指向型」の

計画の作成 

めることが多い。利用者やそ

の家族の負担を減らし無理な

く生活が続けられることを大

切にしている。 

測しそれらに対して精神的なこと

も含め準備ができるよう利用者様、

介護者とコミュニケーションを大

切にするよう心がけています。 

 14 重度化しても医療依存度を

高めすぎないよう、利用者の

今後の変化を予測し、先を見

越した適切なリスク管理を

実現するための「未来指向

型」の計画が作成されている 

 

〇    

全ての利用者に関して予想さ

れるリスクの回避、機能維持、

改善を目標としている。（例を

参照ください） 

 

 

① 計画上のサ

ービス提供

日時に限定

されない、必

要に応じた

柔軟な定期

巡回・随時対

応サービス

の提供 

15 計画上のサービス提供日時

以外であっても、利用者等の

状況の変化が生じた場合は、

必要に応じて新たに定期巡

回・随時対応サービスの提供

を行うよう努めている 

 

 

 

〇    

状態変化がある際は利用者、

家族、ケアマネージャーと相

談し訪問時間、回数、ケア内容

の修正や変更を適宜行う。毎

日数回訪問する利用者が多く

変化に気づきやすいことがこ

のサービスの最大の利点であ

ると認識している。 

一般の訪問看護と定期巡回型訪問

介護看護の違いを具体的な例を用

いて説明があるとより理解しやす

いと思います。（ジョイフル包括様） 

Ans.他の訪問介護及び看護との最

大の違いは料金体系で、訪問回数

（緊急訪問を含む）に関わらず要介

護度別の月額料金であることだと

思います。 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護
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番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 
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る 

ほぼ
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てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

の強みを生かし利用者の細かい身

体の変化に適切に対応されている。

（各務原市介護保険課） 

② 継続したモ

ニタリング

を通じた利

用者等の状

況変化の早

期把握と、計

画への適宜

反映 

16 継続的なモニタリングによ

る、利用者等の状況変化の早

期把握と、計画への適宜反映

が行われている 
 〇   

各利用者に受け持ちスタッフ

をつけ、定期的および必要時

に計画修正を行っている。 

 

（３）介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供 

① 介護職と看

護職の相互

の専門性を

活かした柔

軟なサービ

スの提供 

17 効率的・効果的なサービス提

供を実現するため、介護職・

看護職のそれぞれの専門性

を活かした役割分担が行わ

れている 
 〇   

早期発見早期対処を徹底し小

さな変化やリスクを見逃さず

対処することを心がけてい

る。グループラインの活用、随

時報告・相談をしている。 

グループラインの活用は必要な情

報を一斉に共有でき良いと思いま

す。個人情報の管理はどのようにさ

れているのでしょうか？（ジョイフ

ル包括様） 

Ans.個人名は特定しにくいよう、例

えば田中太郎→田太、他に同じ漢字

が名字にない方は最初の漢字一文

字でスタッフだけが個人を特定で

きるよう工夫しています。 
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番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ
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てい

る 
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てい

ない

こと

が多

い 

全く
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てい

ない 

  

小さな変化にも気づきやすい体制

が整っている。（各務原市介護保険

課様） 

② サービス提

供に関する、

看護職によ

る指導、助言 

18 看護職から介護職に対し、疾

病予防・病状の予後予測・心

身の機能の維持回復などの

観点から、指導、助言が行わ

れている 

〇    

常に行っている。褥瘡、肺炎、

転倒等初期症状を見逃さない

よう適宜助言し、介護職者の

スキルアップにつなげてい

る。 

指導や助言はどのような形で行っ

ているのですか？（ジョイフル包括

様） 

Ans.すべての利用者に介護士看護

師が交互に入り状態変化、ケア方法

の改善等について話し合うように

しています。 

 

① 利用者等に

対するサー

ビスの趣旨

及び特徴に

ついての説

明 

19 「利用者の在宅生活の継続」

と「心身の機能の維持回復」

を実現するためのサービス

であることが、サービスの開

始前に利用者等に説明され

ている 

 〇   

サービス開始時の契約時の書

類にも明記されておりわかり

やすく説明を行っている。 

 

② 利用者等と

の目標及び

計画の共有

と、適時・適

20 作成した計画の目標及びそ

の内容について、利用者等に

十分な説明が行われ、認識の

共有化が図られている 

 〇   

独居、認知症、理解力の低下等

で行えないケースも多いが、

わかりやすく何度も説明す

る。 
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番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く
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てい

ない 

  

切な情報の

提供 

 


